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小学校第３学年 国語科 学習指導案 

期 日 平成 24年９月 27日(木)第５校時    

場 所 宇城市立小川小学校 ３年１組教室 

指導者 教諭  小﨑 美穂 

１ 単元名 

  「はたらく犬について調べよう」  教材文 もうどう犬の訓練 （東京書籍） 

 

２ 単元について 

(1) 単元観 

 本単元は、小学校学習指導要領国語科第３学年及び第４学年の内容（Ｃ読むこと）イ「目的に応じて、

中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え、文章を読むこと。」と、エ

「目的や必要に応じて、文章の要点や細かい点に注意しながら読み、文章などを引用したり要約したり

すること。」を受けて設定してある。 

本教材「もうどう犬の訓練」は、大事な言葉や文を見付けながら読み、書かれている内容を短くまと

めて要約する力を身に付けることをねらいとしている。また、教材文を読むことで、身近なペットとし

てかわいがられている犬ともうどう犬の違いに驚き、「もっと知りたい」という思いをより強く抱くこ

とができると考えられる。 

そこで、本単元では第２学年に「はたらく犬もの知りカード」を紹介するという学習のゴールを設定

することにより、相手意識や目的意識を持ちながら、本や資料を読んで分かったことを短い文章にまと

める力を付けることを目指していく。 

(2) 系統観 

 ２年（11月）  

 

 

３年（４月） 

 

３年（６月） 

 

３年(９月)本時  ３年（２月） 

どうぶつの ひみ

つを みんなで 

さぐろう 

ビーバーの大工事 

 

Ｃ読むこと(1)ｲｴｶ 

(2)ｳ 

Ｂ書くこと(1)ｳｵ 

(2)ｳ 

だん落に 気をつ

けて読もう 

自然のかくし絵 

 

 

Ｃ読むこと(1)ｲｴ

Ｂ書くこと(1)ｳ 

書く人の くふう

を考えよう 

「ほけんだより」

を読みくらべよ

う 

Ｃ読むこと(1)ｲｴ

Ｂ書くこと(1)ｳ 

はたらく犬につい

て調べよう 

もうどう犬の訓練 

 

Ｃ読むこと(1)ｲｴｶ 

          (2)ｲｳｵ 

Ｂ書くこと(1)ｱｳ 

          (2)ｳ 

 

 

世界の家のつくり

について考えよう 

人をつつむ形―世

界の家めぐり 

 

Ｃ読むこと(1)ｲｴ 

Ｂ書くこと(1)ｳ 

(3) 児童観 

○本学級の児童は男子 18人、女子 11人の合計 29人である。 

○本単元に関する児童の実態（7月末調査結果）は以下の通りである。 

 ア あてはまる 

イ どちらかといえばあてはまる 

ウ どちらかといえばあてはまらない 

エ あてはまらない        （人） 

 

 

ア 

 

 

イ 

 

 

ウ 

 

 

エ 

 

１ 説明文を読むときに、大事な言葉や文を考えながら読んでいる。 9 13 6 1 

２ 説明文で、形式段落ごとに番号を付けることが一人でできる。 26 2 1 0 

３ 説明文を「はじめ・中・おわり」の三つに分けることが一人でできる。 6 17 4 2 

４ 段落ごとに、書かれている内容を短くまとめることができる。 5 14 6 4 

５ 学習した説明の仕方を、その後、文章を書くときに使っている。 1 9 9 10 

６ 自由な時間に、教科書の説明文と関係のある本や図鑑を読んでいる。 7 8 7 7 

上記の表から、「大事な言葉や文はどれかと考えて説明文を読むこと」や、「段落ごとに、書かれて

いる内容を短くまとめること」については、学級の約７割の児童ができると答えている。「学習した説

明の仕方を、その後の学習で使うこと」については、「あてはまる」と答えている児童が少ないので、

今後、読むことを書くことにつなぐ学習を行うことによって身に付けさせていきたい。 
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(4) 指導観 

○既習の知識や技能を使う場面を意図的に設定することにより、指導事項の確実な習得を図る。 

○単元を貫く言語活動として「はたらく犬もの知りカード」作りを位置付け、作ったカードを２年生に

紹介するという学習のゴールを設定することにより、目的意識や相手意識を持つことが可能になる。

そして、紹介するカードを書くために、本や資料を使って調べ、必要なことを短くまとめる必然性が

生まれてくる。 

○本時では、要約する学習活動を行い、それを次時以降の「はたらく犬もの知りカード」作りにいかし

ていく。 

Ａプロジェクト 思考力、判断力、表現力等の育成の視点から 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標と評価規準 

単元の目標 ○大事な言葉や文を見付けながら読み取ることができる。 

○書かれている内容を短くまとめながら読み取ることができる。 

国語への 

関心・意欲・態度 

①はたらく動物について関心を持ち、図鑑や事典など様々な資料を読んで調べよう

としている。 

読む能力 ①大事な言葉や文をとらえて読んでいる。(1)ｲ 

②大事な言葉や文を使って、書かれている内容を短くまとめている。(1)ｴ 

③文章を読んでもっと詳しく知りたいと思ったことを知るために、内容が関連

する他の本を選んで読んでいる。(1)ｶ 

書く能力 ①資料を読み、自分の課題を解決するのに必要な事柄を選んでいる。(1)ｱ 

②調べて分かったことを整理し、短い文章にまとめて書いている。(1)ｳ 

言語についての知

識・理解・技能 

①指示語や接続語は、文相互の関係、段落相互の関係を端的に示す手掛かりになる

ことを理解し、文章を読んでいる。（イ（ク）） 

 

４ 指導・評価の計画（11 時間取扱い 本時８／11） 

次 時 学 習 活 動 
指 導 上 の 留 意 点 

※プロジェクトの視点から 
評価基準（評価方法） 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

１ 

 

○教材文の写真を見て、話し

合う。 

○「はたらく犬ものしりカー

ド」を作るための学習計画を

立て、見通しを持つ。 

○自分が読みたいはたらく犬

の本を選ぶ。 

 

・もうどう犬のイメージを持たせ

るために教材文の写真を提示し、

何をしているところか話し合う。 

・環境作りのため、関連する資料

や本については事前に配付または

展示しておく。 

・もうどう犬について授業者が作

っておいた「はたらく犬もの知り

カード」を提示する。 

※「はたらく犬もの知りカード」

を２年生に紹介するという学習の

ゴールを示す。 

関心・意欲・態度①（発言） 

「はたらく犬もの知りカード」

を作ることに関心を持ち、自分

が読む本を選んでいる。 

読む能力③（読書の観察） 

内容が関係する本を選んで読

んでいる。[並行読書] 

本単元で高めたい思考力、判断力、表現力等とは、大事な言葉や文を選んで、分かりやすく書き換

えたり言葉を補ったりして、書かれている内容を短くまとめる力であると捉える。 

既習の知識や技能を使う場面として、第３学年「自然のかくし絵」で行った形式段落に分ける学習

や、「ほけんだよりを読みくらべよう」で学習した「はじめ・中・おわり」という文章構成に分ける

学習を想起させながら、書かれている内容を短くまとめていく。そして、「はたらく犬もの知りカー

ド」作りを行うことを通して、今後の学習や生活の中で要約することができる力を身に付け、生活の

中で生きてはたらく力としたい。 
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２ 

 

 

２ 

○全文を通読し、初めて知っ

たことや分かったことをワー

クシートに書いて発表する。 

○発表を基に整理し、教材文

の学習課題を設定する。 

・初めて知ったことや分かったこ

とを出し合い、教材文の内容にそっ

た学習課題を設定する。 

 

読む能力①（発言・ワークシー

ト） 

教材文に書かれていることを 

ワークシートに書き、発表して

いる。 

 

 

３ 

○形式段落に分け、文章構成

を確認する。 

○「もうどう犬」と「はたら

く犬」、「ペットとしてかわ

いがられる犬」「犬」の関係

をまとめる。 

※５月教材「自然のかくし絵」

で行った形式段落に分けるとい

う学習を想起させる。 

・図を使いながら、読み取った

内容を説明させる。 

読む能力①（ワークシート） 

「もうどう犬」と「はたらく犬」

「ペットとしてかわいがられ

る犬」「犬」の関係について図

を使って説明している。 

４ 

○「もうどう犬になるまで、

どんな訓練をするのか」を教

材文に書かれている順にまと

める。 

・④から⑫段落を読み、もうどう

犬の訓練を短冊にまとめ、その短

冊を順序よく並べさせる。 

読む能力②（ワークシート） 

もうどう犬の訓練について、

順序よくまとめている。 

 

 

５ 

 

 

○「もうどう犬とは、どんな

犬か」「目の不自由な人にと

って、もうどう犬とは何か」

について、短くまとめる。 

※７月教材「ほけんだよりを読

みくらべよう」で行った文章構

成「はじめ」「中」「おわり」に

分けるという学習を想起させる。 

読む能力②（ワークシート） 

文章構成の「はじめ」「おわり

」を意識して、書かれているこ

とを捉え、短くまとめている 

６ 

・

７ 

○「もうどう犬になるために 

できなくてはいけないこと

は、どんなことか」（訓練）

について、短くまとめる。 

・「人の言うことにしたがう訓練」

と「人を安全にみちびく訓練」の

中から「できなくてはいけないこ

と」について要約をさせる。 

読む能力②（ワークシート） 

大切な言葉を使って、書かれて

いる内容を短くまとめている。 

 

８ 

 

本

時 

○「もうどう犬がしてはいけ

ないことは、どんなことか」

について、短くまとめる。 

・「もうどう犬にふさわしい心が

まえ」の中から、「してはいけな

いこと」について要約をさせる。 

※形式段落⑭を分かりやすく書き

かえたり言葉を補ったりして、要

約させる。 

読む能力②（ワークシート） 

大切な言葉を使って、書かれて

いる内容を短くまとめている。 

 

 

 

 

 

３ 

９ 
○授業と並行して読んでいた

リーフレットや本の中で２年

生に教えたいことをワーク

シートに書き出す。 

・２年生が知ったら喜ぶような、

はたらく犬について教えたいこと

をワークシートに書かせる。 

書く能力①（ワークシート） 

自分の課題を解決するのに必

要な事柄を選んで書いている。 

10 

○ワークシートに書き出した

ことを短くまとめ、「はたら

く犬もの知りカード」を作る。 

※課題と関係ない部分は削除し、

必要であれば言葉を補って、要約

させる。 

書く能力②（ワークシート） 

分かりやすく書きかえたり言

葉を補ったりして、内容を短く

まとめている。 
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○「はたらく犬もの知りカー

ド」を２年生に紹介し、学習

を振り返る。 

・カードを紹介する際には、調べ

た本（実物）を提示する。 

・学習の振り返りをさせる。 

関心・意欲・態度①（発言・紹

介の様子） 

作った「はたらく犬もの知りカ

ード」を２年生に紹介している。 
 

５ 本時の学習 

(1) 目標  もうどう犬がしてはいけないことを、要約することができる。 

(2) 評価基準 

 「読む能力②」（発言・ワークシート） 

 （Ｂ基準）してはいけないことをキーワードとして取り出し、箇条書きでまとめることができる。 

 （Ａ基準）してはいけないことを分類して、自分の言葉で分かりやすくまとめることができる。 
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(3) 展開     

過程 学習活動【学習形態】 主な発問・指示等 
指導上の留意点及び評価 

※Ａプロジェクトの視点 
備考 

導入 

５分 

 

展開 

35分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

５分 

１ 本時の課題を確認す

る。 

 

２ 学習課題について話

し合う。 

(1) 学習の見通しを持つ。   

【一斉】 

 

(2) 大事な言葉を見つけ

て、ワークシートにサイ

ドラインを引く。 

 【個人】 

 

 

(3) 見付けた言葉を出し

合う。  

【一斉】 

 

 

 

 

 

 

(4) 見付けた言葉を分

類し、整理する。 

 【一斉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) もうどう犬がして

はいけないことを要約

する。 

 

 

３  学習のまとめをす

る。    【一斉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

○大事な言葉は、どの段落

にありますか。 

○第⑭段落で、してはいけ

ないことを説明してある

部分にサイドラインを引

きましょう。 

○もうどう犬がしてはい

けないことを発表しまし

ょう。 

○予想される言葉 

「おこる」「ほえる」「あば

れる」「人にあまえる」「じ

ゃれる」「おいしそうな匂い

のする方に行く」「他の犬が

ほえるのを気にする」 

○書かれている順番に短

冊カードを並べ替えてく

ださい。 

○「おこる」と似ている言

葉はどれでしょうか。 

○「人にあまえる」と似て

いる言葉はどれでしょう

か。 

○他の犬に対して、しては

いけないことはどれでし

ょうか。 

○七つの具体例をまとめ

て、どんなことと言えばよ

いでしょうか。 

 

 

○もうどう犬がしてはい

けないことを、短くまとめ

て発表しましょう。 

○前時までに解決した「できなく

てはいけないこと」を振り返り、

本時の課題を確認する。 

 

 

 

○教科書39ページのカード例の形

式に合わせ、課題を示す。 

○第⑭段落に書かれているという

意見が出たら、拡大した教材文を

掲示する。⑭段落である理由を尋

ね、「～してはいけません」とい

う言葉に着目させる。 

 

○児童が発表した言葉を短冊カー

ドで掲示する。 

○「他の犬がほえても、気にしな

い」ことに気付かない場合は、接

続語「さらに」に着目させる。 

 

 

 

 

○代表の児童に並べ替えさせる。 

※もうどう犬がしてはいけないこ

と（七つの具体例）を分類するこ

とを通して、「要約する力」を身

につけさせる。 

 

学習掲

示物 

 

 

 

 

拡大し

たカー

ド① 

拡大し

た教材

文第⑭

段落 

 

短冊カ

ード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大し

たカー

ド② 

 
評価：読む能力②（発言・ワー

クシート） 

Ｂ：してはいけないことをキー

ワードとして取り出し、箇条書

きでまとめることができる。 

 

 

 

〈Ｂ基準に達しない児童への手立て〉 

「～してはいけません」「また」

「さらに」という言葉を確認し、

七つの具体例を児童と一緒にまと

める。 

○キーワードを用いて、まとめさ

せる。 

○学習したことの共有化を図る。 

○教科書40ページのカード例の形

式に合わせ、要約文を示す。 

 

もうどう犬がしてはいけないことを短い文章にまとめましょう。 
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